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取 扱 説 明 書 
 

 

 マルチウェルディングモニターイーサネット通信ソフト 

 WM-A Ethernet JPN 
 



概要 
 

ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ上で動作し、弊社モニターが取得したデータを、イーサネットを介して、パーソナル

コンピュータに表示・保存するシステムです。誤動作の原因となりますので測定しない場合は接続をしな

いでください。 

 

 

システム構成は次のようになります。 

バブを使用すると、複数台のモニターを接続することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必須環境 

ＯＳ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ／ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ ＳＰ２（日本語版）

ＣＰＵ Ｉｎｔｅｌ Ｐｅｎｔｉｕｍ４ ３ＧＨｚ以上推奨 

メインメモリー １ＧＢ以上推奨 

ハードディスク空き容量 １ＧＢ以上推奨 

 

（ディスクトップ上に置くファイルやソフトは極力少なくしてください。） 

（スクリーンセーバーは無効にしてください。） 

（ファイアウォールはは無効にしてください。） 

（常駐ソフトは極力少なくしてください。） 

（パソコンの設定、操作に関しては、お客様にて処理してください。） 

（パソコンに関するトラブルやＷｉｎｄｏｗｓに関するトラブルは、関知いたしませんので、お客様でご

対応してください。） 

（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ ．ＮＥＴ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋがインストールされていない場合は、Ｍｉｃｒｏ

ｓｏｆｔ ．ＮＥＴ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ１．１以上をインストールをしてから本ソフトウェアをイン

ストールしてください。） 

 

 

 

注意：本ソフトをご使用になる場合、本ソフトの機能で自動保存機能がありますので設

定してお使いください。 

パソコンの異常等により通信機能が遮断されたり、本ソフトが作動しなくなった

りした場合、自動保存機能を使用すれば、すべてのデータを失わずにすみます。 

ＬＡＮクロスケーブル

ＬＡＮコネクタ

パソコン 

 

 

弊社モニター 

ＬＡＮコネクタ
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コンピュータのマイネットワークの設定（ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合） 
※パーソナルコンピュータのネットワークを設定して使用します。 

 

１．ネットワーク接続を表示します。 

ネットワーク接続を設定する場合は、「Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ」で設定してください。 

 

 
 

 

２．ローカルエリア接続にカーソルを右クリックしてのプロパティをクリックします。 
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３．下図が表示されたら、お使いのＴＣＰ／ＩＰをダブルクリックします。 

 

 
 

 

４．ＩＰアドレスとサブネットマスクを設定してください。サブネットマスクは、下記のように設定して

ください。貴社の社内ＬＡＮに接続してご使用になる場合は、下記例の、ＩＰアドレス「１９２．１

６８．１００．２００」はアマダミヤチで使用しているものなので使用しないでください。実際に入

力するときは、貴社のＩＰアドレスをご使用ください。また、ＸＰｏｒｔに設定したＩＰアドレス以

外ものを設定してください。社内ＬＡＮに接続しないでご使用になる場合は、下記ＩＰアドレスを使

用することができます。 

 

 
 

以上の入力が終了したら、ＯＫを押してください。 
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５．ネットワークの接続を有効にしてください。 

モニターに電源が投入されていて、ＬＡＮケーブルが接続されている場合は、接続されます。 

 

 
 

 

以上で、ネットワークの設定は終了です。 

 

６．ファイアウォールの無効設定は、ローカルエリア接続のプロパティの詳細設定をクリックします。 
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７．Ｗｉｎｄｏｗｓファイアウォールの“設定”をクリックします。 

 

 
 

 

８．“無効”を選択し、“ＯＫ”をクリックします。 
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ＸＰｏｒｔ＿ＤｅｖｉｃｅＩｎｓｔａｌｌｅｒ＿３６０６のインストール 
 

※ＸＰｏｒｔ＿ＤｅｖｉｃｅＩｎｓｔａｌｌｅｒ＿３６０６にて、ＸＰｏｒｔのボーレートおよびＩＰ 

Ａｄｄｒｅｓｓを設定します。 

 

１．「ＸＰｏｒｔ＿ＤｅｖｉｃｅＩｎｓｔａｌｌｅｒ＿３６０６」フォルダ内の“Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ”

をダブルクリックします。 

 

 
 

 

２．下記画面が表示されます。“Ｎｅｘｔ＞”をクリックします。 
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３．下記画面が表示されます。“Ｎｅｘｔ＞”をクリックします。 

 

 
 

 

４．下記画面が表示されます。“Ｎｅｘｔ＞”をクリックします。 
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５．下記画面が表示されます。 

 

 
 

 

６．下記画面が表示されます。“Ｃｌｏｓｅ”をクリックします。 

 

 
 

以上でインストールは終了です。 
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ＸＰｏｒｔのボーレートおよびＩＰ Ａｄｄｒｅｓｓの設定 
 

※ＸＰｏｒｔ＿ＤｅｖｉｃｅＩｎｓｔａｌｌｅｒ＿３６０６にて、ＸＰｏｒｔのＩＰ Ａｄｄｒｅｓｓお

よびボーレートを設定します。 

 

１．「スタート」、「プログラム（Ｐ）」、「Ｌａｎｔｒｏｎｉｘ」、「ＤｅｖｉｃｅＩｎｓｔａｌｌｅｒ」、「Ｄ

ｅｖｉｃｅＩｎｓｔａｌｌｅｒ」をクリックします。 

 

 

２．以下の画面が表示されます。 
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３．“Ｓｅａｒｃｈ”をクリックしますと、ネットワークにあるＸＰｏｒｔをサーチし始めます。 

 

 
 

 

４．ＸＰｏｒｔが見つかると以下のように表示されます。 
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５．見つかったＸＰｏｒｔをクリックすると、メニューが現れます。 

 

 
 

 

７．“Ｃｏｎｆｉｇｕｒｅ”をクリックすると、下記が表示されます。 
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８．“Ｐｏｒｔｓ”をクリックします。 

 

 
 

 

９．“Ｅｄｉｔ Ｓｅｔｔｉｎｇｓ．．．”をクリックします。 
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１０．“Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ”をモニターで設定したボーレートと同じにします。下記は、１９２００に

した場合の例です。選択後、“ＯＫ”をクリックします。 

 

 
 

 

１１．以下のように表示しますので、“Ａｐｐｌｙ”をクリックし、“ＯＫ”をクリックします。 
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１２．再度サーチ状態に入ります。 

 

 
 

 

１３．ボーレートが設定されると、再度メニューが表示されます。 
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１４．ＩＰアドレスを変更します。“Ａｓｓｉｇｎ ＩＰ”をクリックすると下記が表示されます。 

 

 
 

 

１５．“Ａｓｓｉｇｎ ａ ｓｐｅｃｉｆｉｃ ＩＰ ａｄｄｒｅｓｓ”選択し、“Ｎｅｘｔ＞”をクリッ

クすると下記が表示されます。 

何も設定されていない場合には、下記のようにすべて“０”になっています。 
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１６．ＩＰ ａｄｄｒｅｓｓ：に、アドレスを設定します。 

下記例の、ＩＰアドレス「１９２．１６８．１００．２０４」はアマダミヤチで使用しているものな

ので使用しないでください。 

実際に入力するときは、貴社のＩＰアドレスをご使用ください。 

社内ＬＡＮに接続しないでご使用になる場合は、下記ＩＰアドレスを使用することができます。 

 

 
 

 

１７．“Ｎｅｘｔ＞”をクリックすると下記が表示します。 
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１８．“Ａｓｓｉｇｎ”をクリックすると、送信を開始します。 

 

 
 

 

１９．送信が終了したら、“Ｆｉｎｉｓｈ”をクリックします。 
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２０．アドレス変更が完了すると、下記のようにＩＰ Ａｄｄｒｅｓｓが書き換わります。 
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ＮＩ ＬａｂＶＩＥＷランタイムエンジン７．０のインストール 
 

１．ＣＤ－Ｒ内の［ＬｖＲｕｎＴｉｍｅＥｎｇ７０．ｍｓｉ］をダブルクリックします。 

「Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ」でインストールしてください。 

 

 

２．下記画面が表示されます。“次へ（Ｎ）＞”のボタンをクリックします。 

 

 
 

 

３．下記が表示されますので、“ライセンス契約書に同意する（Ａ）”を選択し、“次へ（Ｎ）＞”のボタ

ンをクリックします。 
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４．インストール先フォルダを指定してきますので、変更しない場合は“次へ（Ｎ）＞”のボタンをクリ

ックします。 

 

 
 

 

５．下記画面が表示されます。“次へ（Ｎ）＞”のボタンをクリックしますと、インストールが開始され

ます。 
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６．インストール中です。 

 

 
 

 

７．下記画面が表示されます。“終了（Ｆ）”のボタンをクリックします。以上で、インストールは終了で

す。 
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ＷＭ－ＡＥｔｈｅｒｎｅｔ_ＪＰＮのインストール 
 

 

１．ＣＤ－Ｒ内の［ＷＭ－ＡＥｔｈｅｒｎｅｔ_ＪＰＮ］フォルダ内の“Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ”をダブル

クリックする。 

 

 
 

 

２．下記画面が表示されます。“次へ（Ｎ）＞”をクリックします。 

 

 
 



22 

３．インストール先フォルダを指定してきますので、変更しない場合は“次へ（Ｎ）＞”のボタンをクリ

ックします。 

 

 
 

 

４．下記画面が表示されます。“次へ（Ｎ）＞”をクリックします。 
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５．下記画面が表示されます。 

 

 
 

 

６．下記画面が表示されます。“終了（Ｆ）”をクリックします。以上でインストールは終了です。 
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７．バージョンアップをインストールする場合は、インストールしてあるソフトをアンインストールして

から、バージョンアップをインストールしてください。アンインストールの手順を以下に示します。

アンインストールする場合は、ＣＤの［ＨＣＰ－ＮＥｔｈｅｒｎｅｔ_ＪＰＮ］フォルダ内のＳｅｔ

ｕｐ．ｅｘｅ”をダブルクリックする。 

 

 
 

 

８．下記画面が表示されます。“次へ（Ｎ）＞”をクリックします。アンインストールを開始します。 
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９．下記画面が表示されます。 

 

 
 

 

１０．下記画面が表示されます。“終了（Ｆ）”をクリックします。以上でアンインストールは終了です。 
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ＷＭ－ＡＥｔｈｅｒｎｅｔ_ＪＰＮの使用方法 
 

※ＣＤ内の“ＬＶＲｕｎＴｉｍｅＥｎｇ７０．ｍｓｉ”をインストール後、本ソフトを起動してください。 

 

１．「スタート」の「プログラム（Ｐ）」の「ＳＥＩＷＡ」の「ＷＭ－ＡＥｔｈｅｒｎｅｔＪＰＮ」をクリ

ックします。 

 

２．以下の画面が表示されます。 

 

 
 

 

３．接続するモニターのＸＰｏｒｔに設定されているアドレスと同じアドレスを“ＴＣＰ／ＩＰ Ａｄｄ

ｒｅｓｓ”に設定します。自動保存回数を“ＴＩＭＥ”に設定します。設定した回数に達すると自動

保存します。接続するモニターに設定されているモードと同じモードを“ＭＯＤＥＬ ＳＥＬＥＣＴ”

に設定します。設定した内容は保存されます。 
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４．測定を開始する場合は、“ＳＴＡＲＴ［Ｆ５］”をクリックします。 

 

 
 

 

５．下記は、測定中の表示例です。 

 

 
 

 

６．測定を終了する場合は、“ＳＴＯＰ［ＥＳＣ］”をクリックします。クリックするとインストール時に

指定したフォルダにそれまで測定したデータをＣＳＶファイルで保存します。 
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７．モニターより通信データ応答がない場合は、下記が表示します。 

また、ＴｉｍｅＯｕｔ ＬＥＤが明るくなり、ｓｃａｎｔｉｍｅの数字が固定値になります。固定

値は任意の数字です。この場合、パソコンの異常、モニターの異常、通信ケーブルの異常が考えら

れます。 

また、通信をしていて、急に通信できなくなった場合、下記のことを行ってみてください。 

ＳＴＡＲＴキーとＳＴＯＰキーを交互に何度も押してみてください。通信が回復する可能性があり

ます。 

通信ケーブルの接続確認をしてください。コネクタが緩んでいたり、接触不良の可能性があります。 

各モニターの電源を再投入してください。モニターの通信回線異常の可能性があります。 

本ソフトウェアを再起動してください。パソコンの異常の可能性があります。 

 

購入直後、初めて使用したときに通信ができないときは、パソコンの設定、Ｗｉｎｄｏｗｓの設定

が、正しいか確認してください。 

それでも、通信が接続されない場合は、モニター自信の異常が考えられますので、修理返却をお願

いいたします。 

 

 
 

 

８．本ソフトウェアを終了する場合は、“ＥＸＩＴ［Ｆ１０］”をクリックします。 

クリックすると下記が表示されますので“ＯＫ”をクリックします。 

下記が表示されない場合は、測定したデータを保存していないので“ＳＴＯＰ［ＥＳＣ］”をクリッ

クしてください。 

 
 

注意：問題が起こった場合は、ソフトを終了させ、パソコンを再起動してください。また、モニター本体

の電源もＯＮ／ＯＦＦしてください。 


	表紙
	概要
	コンピュータのマイネットワークの設定（ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合）
	ＸＰｏｒｔ＿ＤｅｖｉｃｅＩｎｓｔａｌｌｅｒ＿３６０６のインストール
	ＸＰｏｒｔのボーレートおよびＩＰ Ａｄｄｒｅｓｓの設定
	ＮＩ ＬａｂＶＩＥＷランタイムエンジン７．０のインストール
	ＷＭ－ＡＥｔｈｅｒｎｅｔ_ＪＰＮのインストール
	ＷＭ－ＡＥｔｈｅｒｎｅｔ_ＪＰＮの使用方法
	保証について
	住所一覧

